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核軍縮（41←32項目）、核不拡散（19←17項目）、核セキュリティ
（18←16項目）に係る34カ国の2022年の動向を客観的な視点で調査・評価 
調査対象国 
NPT上の核兵器国：中国、フランス、ロシア、英国、米国 

NPT非締約国：インド、イスラエル、パキスタン 

非核兵器国：豪州、ブラジル、カナダ、ドイツ、イラン、日本、カザフスタン、
韓国、メキシコ、オランダ、ノルウェー、南アフリカ、スウェーデン、スイス、
トルコ 
核軍縮・不拡散のみ：オーストリア、エジプト、インドネシア、ニュージーランド、
ポーランド、サウジアラビア、シリア 

核セキュリティのみ：ベルギー、フィンランド、UAE 

その他：北朝鮮
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核兵器保有数の推移
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第 1章 核軍縮1 

(1) 核兵器保有数 

 2022 年末時点で、8 カ国が核兵器の保有
を公表している。このうち、中国、フラン
ス、ロシア、英国及び米国は、核兵器不拡
散条約（NPT）第 9条 3項で「1967年 1月
1 日前に核兵器その他の核爆発装置を製造
しかつ爆発させた国」と定義される「核兵
器国（nuclear-weapon states）」である。
これら 5核兵器国の他に、NPT非締約国の
インド及びパキスタン、並びに NPT から
の脱退を 1993 年及び 2003 年に宣言した北
朝鮮が、これまでに核爆発実験を実施し、
核兵器の保有を公表した。NPT非締約国の
イスラエルは、核兵器の保有を肯定も否定
もしない「曖昧政策」を維持しているが、
核兵器を保有していると広く考えられてい

                                                         
1 第 1 章「核軍縮」は、戸﨑洋史により執筆された。 
2 イスラエルのラピド（Yair Lapid）首相は 8月 1日の演説で、「我々の上空にある見えないドームの作戦領域は、
防衛能力と攻撃能力、及び外国メディアが『他の能力』と称するものの上に築かれている。これらの他の能力は
我々を生かし続け、今後も我々や子どもたちがここにいる限り、我々を生かし続ける」と述べ、「他の能力」は核
兵器を示唆したものと受け止められた。「イスラエル首相、核保有ほのめかす異例の発言」『CNN』2022 年 8 月
3 日、https://www.cnn. co.jp/world/35191363.html。 

る（イスラエルによる核爆発実験の実施は、
これまでのところ確認されていない）2。本
報告書では、NPT上の核兵器国以外に、核
兵器の保有を公表しているか、あるいは核
兵器を保有していると見られる上記の 4 カ
国を「他の核保有国（other nuclear-armed 
states）」と称する。また、核兵器国と他
の核保有国を合わせて表記する場合は、
「核保有国」とする。 
 冷戦期のピーク時に 70,000発に達した核
兵器は、1980年代末以降は大幅に減少して
きたが、そのペースは鈍化傾向にある。ス
トックホルム国際平和研究所（SIPRI）の
推計によれば、2022年 1月時点で世界に存
在する核兵器の総数（配備、非配備、廃棄
待ちなどを含む）は依然として 12,705発に
のぼり、このうちの 90％程度を米露が保有
している。その総数には退役した核弾頭も

表 1-1：核兵器保有数の推移（2012〜2022年） 
  2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

中国 240 250 250 260 260 270 280 290 320 350 350 

フランス 300 300 300 300 300 300 300 300 290 290 290 
ロシア 10,000 8,500 8,000 7,500 7,290 7,000 6,850 6,500 6,375 6,255 5,977 
英国 225 225 225 215 215 215 215 200 195-215 225 225 

米国 8,000 7,700 7,300 7,260 7,000 6,800 6,450 6,185 5,800 5,550 5,428 
インド 80-100 90-110 90-110 90-110 100-120 120-130 130-140 130-140 150 156 160 

パキスタン 90-110 100-120 100-120 100-120 100-130 130-140 140-150 150-160 160 165 165 
イスラエル 80 80 80 80 80 80 80 80-90 90 90 90 
北朝鮮(a) ? 6-8 6-8 6-8 10 10-20 10-20 20-30 30-40 40-50 20 

世界(b) 19,000 17,270 16,350 15,850 15,395 14,935 14,465 13,865 13,400 13,080 12,705 

(a) 2012～2021 年の北朝鮮の核兵器保有数は、北朝鮮が生産した核分裂性物質の量から製造可能な核弾頭の数を示したもので
ある。 
(b) 2012～2021 年の世界の総数に、北朝鮮の核兵器保有数は含まれていない。 
出典）Stockholm International Peace Research Institute (SIPRI), SIPRI Yearbook: Armaments, Disarmament and International 
Security (Oxford: Oxford University Press). 

 



核軍縮（1）

ロシアの核恫喝を伴うウクライナ侵略 
ブダペスト覚書や消極的安全保証に反する行為 

核兵器の使用可能性に対する懸念 

核保有国：同盟国：核兵器の国家安全保障における役割の再認識 

核軍備管理をめぐる核兵器国間の亀裂 

核兵器の漸減；運用中の核弾頭数にかかる削減の停滞 
核戦力の近代化・強化：特に露、中、北朝鮮の積極性 
米「核態勢見直し（NPR）」 
戦略核三本柱の近代化；SLCM-Nの開発中止 

「基本的役割」（←唯一目的（sole purpose）の不採用）
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核軍縮（2）

第10回NPT運用検討会議（2022年8月） 
ロシアの最終文書採択反対；中国の「攻勢」 
岸田総理の出席：「ヒロシマ・アクション・プラン」 

核兵器禁止条約第1回締約国会議（2022年6月） 
「宣言」「ウィーン行動計画」「決定」 
核保有国・同盟国の反対；一部の米同盟国（豪、独など）、スウェーデン、
スイスなどがオブザーバー参加 

新START：ロシアによる現地査察の受け入れ（一時）停止 
「核戦争に勝者はありえず、核戦争は決して戦われてはならない」  
核軍縮・不拡散教育、ジェンダーを含む多様性・包摂性、市民社会の参
加の重要性 
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インドネシア、イラン、日本、カザフスタ
ン、メキシコ、ニュージーランド、サウジ
アラビア、南アフリカ、スイスなど）が核
兵器の非人道性に関する共同声明を発表し、
「核兵器が人道的に破滅的な結果をもたら

すことを深く憂慮している」こと、核兵器
の人道的影響に関する国際会議では「いか
なる国家、国家グループ、あるいは国際人
道システム全体も、核兵器の爆発が引き起
こす緊急人道的事態に対応することはでき

表 1-3：核兵器に関する主な国連総会決議（2022年）についての各国の投票行動 
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中国 × △*) 〇 × 〇 〇 △ 〇*) 
フランス 〇 △*) × × × × × × 
ロシア × × × × × △ × × 
英国 〇 △*) × × × × × × 
米国 〇 △*) × × × × × × 
インド △ × △ × △ 〇 〇 △ 
イスラエル △ × × × × × × × 
パキスタン △ △ △ × 〇 △ △ △ 
豪州 〇 △ × △*) × × △ × 
オーストリア 〇*) 〇 △ 〇 〇 × 〇 〇 
ブラジル △ 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 
カナダ 〇 〇*) × × △ × △ × 
エジプト △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
ドイツ 〇 〇*) × × × × △ × 
インドネシア △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
イラン △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
日本 〇 〇*) △ × △ △ 〇 △ 
カザフスタン △*) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
韓国 〇*) △ × × × × △ × 
メキシコ 〇*) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
オランダ 〇 〇*) × × × × △ × 
ニュージーランド 〇*) 〇 △ 〇 〇 × 〇 〇 
ノルウェー 〇 〇*) × × × × △ × 
ポーランド 〇 △*) × × × × × × 
サウジアラビア 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 
南アフリカ ×*) 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 
スウェーデン 〇 〇 ×*) ×*) ×*) × △*) ×*) 
スイス 〇 〇 × △ 〇 × 〇 △ 
シリア × 〇 〇 ？ 〇 〇 〇 〇 
トルコ 〇 △*) × × × × △ × 
北朝鮮 × △*) △ × △ △ △ △ 
[ ○：賛成 ×：反対 △：棄権 ？：投票せず ] 
*) 前年から投票行動に変化 

     

 



核不拡散

北朝鮮 
積極的な核・ミサイル開発の継続 

法令「核戦力政策について」 ：核兵器の戦略的／戦術的活用 

安保理決議に違反する調達・不法取引の継続 

イラン核問題 
JCPOAの一部履行停止の拡大：濃縮ウラン保有量・濃縮度、稼働する遠心分離機の
数・性能など（60％濃縮ウラン） 

IAEA保障措置協定追加議定書の暫定適用などを停止 

申告の完全性・正確性に関する未解決の問題 

JCPOA再建に至らず（2022年） 

AUKUS：豪州の原潜導入にかかる保障措置の実施に関するIAEAとの議論の開始 
中国：2018年以降、「プルトニウム管理指針」に基づく報告書 を未提出
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